
グローバル・カフェ×留学生センター共催「マラウイイベント」を開催しました 

5 月 15 日（水）、留学生センターとの共催で「マラウイイベント」を開催しました。さぬきプログラ

ムに参加している Zindikirani, Philemon（以下、ジンディ）さんよりマラウイについて紹介していただ

きました。留学生 16 名、日本人学生 8 名、教職員 3 名の計 27

名が参加しました。 

 

 まずマラウイについて、アフリカ南東に位置し、人口約 2000

万人、面積は日本の三分の一程度、公用語は Chichewa 語と英

語、首都は Lilongwe であること、さらに「The warm heart of 

Africa」という別称を持ち、国民の人柄が温かく穏やかである

ことで知られていると紹介されました。マラウイの国旗のデザ

インとその意味について、「黒」はアフリカ大陸住民全体を表

し、「赤」は独立を勝ち取るために流された血、独立を求めた

闘いで犠牲になった人々への敬意を表し、「緑」は豊かな自然と農業の繁栄の象徴、「赤い太陽」は、

アフリカの自由と独立の新しい時代の幕開け（夜明け）を表し、1964 年に独立したマラウイの未来へ

の希望と繁栄を願う気持ちが込められていると話されました。 

 

 マラウイの教育制度は、初等教育 8 年制（６歳～14 歳）、中等教育 4 年制（14 歳～18 歳）であり、

義務教育は初等教育の 8 年間です。6 歳で入学後、最初の４年間は現地語で授業を受けるが、5 年生か

らは授業は英語で行うそうです。中等教育の２年生時に「Malawi Junior Certificate Exams」と呼ばれる

試験を受け、この試験に合格することで、次の学年に進むことができ、中等教育 4 年生修了時には

「Malawi School Certificate of Education, MSCE」という最

終試験を受けます。大学への入学資格を得るためには、こ

の試験で良い成績を収める必要があり、この試験結果が大

学入学の評価基準になっていると説明されました。ジンデ

ィさんは自国で学校の先生をされており、スライドで使用

した写真は勤務先の学校で撮影した全校集会の写真である

と付け加えました。 

  

 また有名な観光地として、世界遺産にも登録されて

いるマラウイ湖国立公園を挙げ、多くの固有淡水魚が

生息することが紹介されました。 

 最後は、ジンディさんの声掛けで、みんなでマラウ

イの首都 Lilongwe の頭文字「L」を親指と人差し指で

作って写真撮影を行い、イベントを締めくくりまし

た。 


